


―世界が日本を見る限・ 日本が世界を見る眼ニ

‐        Japan's dialogue with the worid:
■How the world sees Japan,How Japan sees the worid

●シンポジウム第1部 ____け概下滲凩凩趾免不尚頸璽賤
「トヨタの国際発信力に学ぶ」
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濾藤轟
演口道成
(名古屋大学総長)

「ジャーナリズムの   1
転換点としての3.11」   :
山田哲夫    :

(東京新聞諭説主幹・名古屋大学客員教授)|

エドワード・ヘイグ
(国際言語文化研究科教授)
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:小西 工己  ‐‐ ■ |
|(トヨタ自動車株式会社常務役員).
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●|シンポジウム第2部 _二_二

「3,11後、日本政府の
対外発信力はどう変わつたか」

小野 田子
(内閣副広報官兼総理官邸国際広報室長)

「ポスト3111の日本の国際発信カ ー政府とメディアー」

ピ |lt 轟、

福田 員人
(国際言語文化研究科長)

「日本は今も米国のアジアにおける
最重要バートナーか」
ハリー・サリバン
(在名古屋米国領事館首席領事)
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「国際コミュニケTションとしての:

国家イメージ」    |
中村 登志哉    |

(名古屋大学国際言語文化研究科教授) |

小りII明子 |
(同准教授) |
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